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隠
岐
汽
船
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、

毎
年
、
接
続
の
改
善
要
望
は
出
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
に
も
事
情
が
あ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
接
続
バ
ス
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
隠
岐
汽
船
の
意
向
で
あ
る
。

中浜　堯介　議員

　
「
キ
ー
プ
３
０
０
０
」
に
は
、
外
国
人
も
視
野

に
入
れ
た
大
胆
で
積
極
的
な
移
住
者
対
策
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
住
宅
問
題
が
最

大
の
課
題
と
な
る
。

　

現
在
町
内
で
は
、
全
戸
数
の
約
２
割
が
空
家

で
、
付
近
住
民
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
有

る
物
件
も
あ
る
。
解
体
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
登
録
す
れ
ば
ど
う

か
。
所
有
者
に
は
固
定
資
産
税
が
発
生
し
な
い

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
家
屋
の
所
有
者

に
対
し
、
市
町
村
が
撤
去
・
修
繕
の
命
令
が
で

き
る
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
昨
年
11
月

に
制
定
さ
れ
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
所
有
者
の
所
在
が
不
明
な

場
合
は
行
政
代
執
行
が
で
き
る
が
、
代
執
行
は

費
用
の
回
収
が
課
題
で
あ
る
。
現
行
の
税
制
で

は
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、
固
定
資
産

税
を
６
分
の
１
に
減
額
す
る
規
定
が
あ
り
、
空

家
増
加
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
国
で
は
、
危

険
家
屋
に
つ
い
て
は
、
優
遇
措
置
か
ら
除
外
す

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

個
人
所
有
の
建
物
は
所
有
者
の
責
任
に
お
い

て
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
当
面
は
危

険
家
屋
を
正
確
に
把
握
し
、
所
有
者
に
指
導
、

助
言
を
す
る
。

　

土
地
の
借
り
上
げ
に
よ
る
住
宅
建
設
は
、
相

続
の
問
題
等
が
発
生
す
る
の
で
、
公
共
施
設
の

建
設
は
土
地
を
購
入
し
て
実
施
す
る
。

　

小
学
校
の
授
業
に
英
語
が
組
み
込
ま
れ
た

り
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
英
会
話
が
必

須
項
目
に
な
り
、
英
語
力
、
特
に
会
話
力
の
養

成
は
、
今
の
幼
児
・
児
童
に
と
り
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
語
も
堪
能
な
国
際
交
流
員
に
よ
る
英
会

話
指
導
が
、
現
在
小
学
校
で
週
１
回
、
保
育
園

で
月
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
で
も
週

１
回
の
指
導
が
望
ま
し
い
が
、
せ
め
て
月
２
回

に
拡
充
で
き
な
い
か

　

国
際
交
流
員
の
主
な
業
務
と
し
て
は
、
地
域

住
民
と
の
異
文
化
交
流
を
行
う
た
め
に
、
国

際
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
英
会
話
ク
ラ
ブ
等

を
企
画
・
立
案
し
て
現
在
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
広
報
部
員
と
し
て
Ｐ

Ｒ
活
動
に
も
参
加
す
る
一
方
で
、
外
国
か
ら
訪

問
団
の
来
町
の
際
の
通
訳
を
し
、
国
際
交
流
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
と
の
異
文
化
交
流
の
一

環
と
し
て
、
小
学
校
へ
は
週
一
回
、
各
保
育
園

に
は
月
一
回
の
割
合
で
訪
問
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
交
流
活
動
を
充
実
す
る
こ
と

や
幼
少
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
た
め
、
保
育
園

側
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
い
な
が
ら
訪

問
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
１
）
島
根
鼻
の
海
岸

　

火
山
活
動
の
跡
や
貴
重
な
植
物
で
あ
る
ダ
ル

マ
ギ
ク
の
群
落
が
あ
り
、
自
然
観
察
等
に
適
し

て
い
る
。

　

二
か
所
通
り
に
く
い
所
が
有
り
、
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

（
２
）
島
根
鼻
の
天
体
望
遠
鏡
の
活
用

　

天
文
愛
好
家
の
育
成
と
活
用
し
や
す
く
す
る

た
め
の
鍵
の
保
管
な
ど
に
つ
い
て
。

（
３
）
焼
火
林
道
の
立
ち
木
除
去

　

路
面
が
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
木
が
大
き

く
な
り
景
観
が
楽
し
め
な
い
。
知
夫
、
海
士
、

島
後
が
見
え
る
三
か
所
ぐ
ら
い
の
立
ち
木
を
除

去
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
生
物
の
保
護
に
つ
い
て

　

オ
キ
オ
サ
ム
シ
、
オ
キ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
貴
重
な
動

植
物
の
保
護
条
例
を
早
急
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
）
海
岸
沿
い
は
、
自
然
観
察
に
最
適
な
場
所

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
海
岸
沿
い
を
歩
い
て
行

け
る
方
法
を
実
施
し
て
い
く
。

（
２
）
昨
年
高
性
能
な
天
体
望
遠
鏡
を
設
置
し
た

が
、
機
器
の
取
り
扱
い
が
大
変
難
し
く
、
操
作
に

苦
労
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
て
、
勉
強
会
を
行
う
こ
と
や
小

中
学
生
の
利
用
促
進
、
ま
た
、
天
体
観
測
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
画
し
て
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　

鍵
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
夜
間

に
な
る
こ
と
か
ら
、
昼
間
は
役
場
と
別
府
支
所
、

夜
間
は
役
場
宿
直
で
貸
し
出
し
・
返
却
を
行
い
、

利
用
し
や
す
い
管
理
を
行
う
。

（
３
）
焼
火
山
周
辺
は
保
安
林
や
鳥
獣
保
護
区
、

ま
た
、国
立
公
園
区
域
や
文
化
財
（
神
域
植
物
群
）

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
多
く
の
規
制
が
あ
る
。

　

立
ち
木
の
成
長
に
よ
っ
て
眺
望
を
阻
害
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
焼
火
林
道
以
外
で
も
あ
る
の
で
、

所
有
者
を
確
認
の
う
え
、
規
制
区
域
や
周
辺
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
影
響
の
な
い
範
囲
で
除
去

で
き
る
箇
所
は
実
施
す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

（
４
）オ
キ
オ
サ
ム
シ
、オ
キ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
は
、

隠
岐
島
に
生
息
す
る
固
有
種
で
あ
り
４
島
と
も
に

生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
省
が
指
定
す
る
動
植
物
の
指
定
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
文
化
財
条
例
に
よ
り
天

然
記
念
物
の
指
定
を
行
っ
た
場
合
、
公
共
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
を
行
う
際
に
生
息
調
査
の
義

務
な
ど
が
発
生
し
、
確
認
さ
れ
れ
ば
計
画
の
見

直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
の
支
障
も
生
じ

る
こ
と
か
ら
町
天
然
記
念
物
指
定
に
あ
た
っ
て

は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

口村　光房　議員

西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会
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身
体
障
害
者
相
談
員
に
今
咲
克
己
さ
ん

（
浦
郷
在
住
）
が
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け

で
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
や
家
族
の
立
場
か
ら
障
が
い

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
関
係
機

関
へ
の
連
絡
を
行
い
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
地
域
で
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
情
報
等
の
秘
密
は
遵
守
さ

れ
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
本

年
４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
で
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内
で
の
悩
み
ご

と
、
仕
事
先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
困
り
ご

と
な
ど
、
色
々
な
ご
心
配
ご
と
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
相
談
者
の
希
望
に
よ
り
法
務

局
と
協
力
し
て
調
査
等
を
行
い
、
お
互
い
の

利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

も
の
ご
と
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、地
域
・
学
校
・
会
社
等
で
の
「
人

　　

西
ノ
島
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、
本
年

４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
期
間
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を

お
聴
き
す
る
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
方
で
す
。

権
出
前
教
室
」
の
開
催
や
、「
特
設
人
権
・
行

政
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
左
記
表
の
と
お
り
「
特
設

人
権
・
行
政
相
談
所
」
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

【
問
合
せ
】

　
　

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局　
　
　
　

　
　
　
　
　

０
８
５
１
２
（
２
）
０
２
４
０

開設日 場　　所 時　間

６月５日（金） 美田児童館

１０時

１２時

９月４日（金） 浦郷シルバー会館

10月 23日（金）※ 浦郷シルバー会館

1２月４日（金） 黒木公民館

３月４日（金） 物井公会堂

玉木　和利さん

（船越）

小新　芳枝さん

（船越）

今咲　克己さん

（浦郷）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
し
て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
国
の
行

政
な
ど
へ
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関

に
対
す
る
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
　
　

総
務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　

０
８
５
２
（
２
１
）
３
６
３
０

～


